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診療科 月 火 水 木 金 土

内科

田村(腎) 中村裕(腎) 長沢(腎) 田村(腎) 牧野靖(腎) 齋藤

原(膠) 田中(膠) 牧野靖(腎) 安村(膠) 鈴木貞(膠) (予約のみ）

峯村(内分泌) 川田(内分泌) 峯村(内分泌) 川田(内分泌) 内分泌特診
(予約のみ)

一瀬（第4）

長坂 山内(内分泌) 柴田(内分泌) 長坂 大岩(内分泌) 長坂

山内(糖) 3回/月 駒津(内分泌)PM 千野 PM 山内(内分泌) 三枝(消) －

荒木(呼) 松尾(呼) 三枝(消) 荒木(呼) 堀内(呼) 消化器内科特診
（予約のみ）

牛丸(消) 牛丸(消) 倉石 児玉(消) 倉石 -

児玉(消) 和田
曽根原（第1.3.5）

加藤（第2.4）（呼）

吉田(神内)

予約のみ

沼波(神内)

予約のみ

大学医師(第1)

小泉(第4)

穴山(腎) － － 中村(腎) 横山 －

中牧1回/月 － － － － －

総合診療科

Ⅰ 山川 鈴木貞/後藤 三木 鈴木慶 牛澤
内科にて対応

Ⅱ 小池 穗苅 鈴木慶 山川/三木 後藤/山川

午後 － － 山川（漢方外来） － － －

睡眠呼吸センター（予約のみ） － － 松尾 － － －

禁煙外来（予約のみ） 午後 長坂/千野 － － － － －

呼吸器外科 － 青木 － － 青木 －

循環器内科
橋詰 矢彦沢 丸山拓 平林 神﨑 （交代制）

小塚 - 小塚 小塚 小塚 -

心臓血管外科 － 名倉/酒井 － － － －

外科

宮本 池野 宮本 池野 池野 池野

北濱 － 北濱 宮本 北濱/宮本 有吉

秋田 五明 秋田 五明 秋田 五明/秋田

－ 北濱 岡田 － 岡田 岡田

有吉 有吉 有吉 有吉 － －

産科 午前 本道 今井 武田 加藤 本道/曽根原 今井

婦人科

Ⅰ 武田 加藤 本道 今井 加藤 曽根原

Ⅱ 木村
(予約紹介のみ)

本道
(予約紹介のみ)

木村
(予約紹介のみ)

木村
(予約紹介のみ)

木村
(予約紹介のみ)

本道
(予約紹介のみ)

Ⅲ 今井/曽根原 松岡/曽根原 松岡/加藤
(予約のみ)

松岡/武田 武田 武田

特殊外来（予約） 午後 不妊症 不妊症 1か月健診 － 不妊症 －

整形外科

北川 外立 丸山正 丸山正 北川 外立

丸山正 北川 笠間 外立 笠間

高梨 野村 外立 野村 笠間 高梨

野村 － 高梨 大学医師 高梨 野村

スポーツ疾患関節治療センター － － 丸山正 丸山正 － －

小児科

午前
中村真

塩入

諸橋
山川
金井

諸橋
中村真

諸橋
塩入

中村真

山川
金井

諸橋
塩入

午後 予防接種
乳児健診
慢性外来

1か月健診
慢性外来

慢性外来 慢性外来 －

脳神経外科
Ⅰ 宮下 外間 村田 宮下 外間 村田

Ⅱ 平山 （平山(新患)） - （村田(新患)） 平山 -

泌尿器科

午前

杵渕 鈴木尚 和食 杵渕 杵渕/中沢 交代制

中沢（AM） 和食 大学医師 中沢 鈴木尚

和食（第1･3･5）

鶴田（第2･4）
－ － － （和食） －

午後
杵渕 鈴木尚 － 杵渕 杵渕/中沢 －

－ － － 中沢 鈴木尚 －

眼科
（新患は紹介のみ）

午前
永田
上野あ

永田・上野あ

（新患・予約のみ）
(受付10:30まで)

永田・上野あ

（新患・予約のみ）
(受付10:30まで)

永田・上野あ

（新患・予約のみ）
(受付10:30まで)

永田
上野あ －

午後 永田(予約のみ) － － － 永田(予約のみ)

皮膚科
（予約･紹介のみ）

午前 木藤
木藤

大学医師
大学医師 木藤 木藤

－

午後 － － 木藤 － －

形成外科
（予約･紹介のみ）

午前 大坪 － － 大坪/大学(1/月） － －

午後 － 大坪 大坪 － － －

耳鼻咽喉科
（原則、予約・紹介）

午前 浅輪 浅輪 大学医師 浅輪 浅輪 大学医師

午後 － 専門外来(予約) － － 専門外来(予約) －

リウマチ科
膠原病科

午前
下島

田中住（第3・5）

小野

安村
浦野(予約)

小野

上野賢
浦野(予約)

田中知

小川
浦野(予約)

市川

原
浦野(予約)

小野
－

午後
(予約のみ)

下島
田中住（第3・5）

浦野（特診）

市川
上野賢

浦野(特診)

小川
石井
林

鈴木貞

中村（第2）

浦野（特診）

－

心療内科（新患は予約制） 大村(予約のみ)
もの忘れ外来
大村(予約のみ)

もの忘れ外来
大村(予約のみ)

大村
(予約のみ)

－
専門外来

大村(予約のみ)

口腔外科（予約・紹介のみ）
鈴木
横井

鈴木/横井
/大学医師

鈴木
横井

鈴木
横井

鈴木
横井

鈴木
横井
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現
在
、
外
科
医
７
人
に
て
診
療
し

て
お
り
ま
す
。
外
来
診
療
、
腹
部
救

急
疾
患
、
消
化
器
が
ん
に
対
す
る
手

術
・
術
後
定
期
検
査
・
化
学
療
法
・

緩
和
医
療
な
ど
一
般
外
科
を
中
心

に
、
地
域
の
た
め
の
標
準
的
な
治
療

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
午
前
中
は
外
来
、
検
査
、
午
後
は

手
術
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
朝
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、

通
院
お
よ
び
入
院
患
者
さ
ん
の
治
療

方
針
や
手
術
内
容
・
術
後
経
過
を
話

し
合
い
外
科
医
７
人
に
よ
る
チ
ー
ム

医
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
外
来
患
者
は
１
日
60 

人
以
上
、

平
均
入
院
患
者
数
は
約
50
人
、
年
間

約
9
0
0 

名
の
入
院
が
あ
り
ま
す
。

　
腹
腔
鏡
手
術
を
積
極
的
に
導
入

し
て
お
り
ま
す
。
腹
腔
鏡
手
術
と

は
、
腹
部
に
2
〜
15
㎜
程
度
の
穴

を
開
け
、
腹
腔
内
に
炭
酸
ガ
ス
を

注
入
し
な
が
ら
、
内
視
鏡
や
専
用

の
手
術
器
具
を
挿
入
し
、
モ
ニ

タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
様
子
を
見

な
が
ら
手
術
を
行
う
方
法
で
す
。

傷
口
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
痛
み
は

少
な
く
、
術
後
早
期
に
歩
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

　
痔
核
の
種
類
に
よ
り
ま
す
が
、

適
応
症
例
で
は
「
切
ら
ず
に
治
す

内
痔
核
四
段
階
注
射
療
法
」

（
A
L
T
A
療
法
〈
内
痔
核
硬
化
療

法
〉）
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

　
年
間
手
術
の
う
ち
20
％
〜
30
％

が
消
化
管
穿
孔
や
虫
垂
炎
、
腸
閉

塞
（
イ
レ
ウ
ス
）
な
ど
の
緊
急
手

術
を
要
す
る
疾
患
で
あ
り
、
手
術

室
と
協
力
し
な
が
ら
迅
速
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
手

術
に
お
い
て
も
可
能
な
疾
患
で
あ

れ
ば
腹
腔
鏡
に
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
初
回
時
の
み
原
則
入
院
に
て

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
２
回
目
以

降
は
外
来
通
院
に
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。
当
院
の
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー

に
は
現
在
10
ベ
ッ
ド
あ
り
、
午
前

枠
・
午
後
枠
を
設
け
１
日
20
人
治

療
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
当
院
全
科
で
は
月
2
0
0
人

が
外
来
通
院
で
化
学
療
法
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
外
科
は
月
約
50

人
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
外
科
医
だ
け
で
な
く
、
院
内
の

緩
和
医
療
チ
ー
ム（
医
師〈
外
科
医
、

呼
吸
器
内
科
医
、
精
神
科
医
〉、
緩

和
ケ
ア
認
定
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
、
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
と
連

携
し
、
患
者
さ
ん
の
疼
痛
緩
和
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
科
は
救
急
疾
患
以
外
で
は
、

癌
に
対
す
る
手
術
が
主
体
で
あ
り
、

根
治
性
の
高
い
手
術
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
術
後
の
抗
癌
剤
治

療
を
併
用
し
、
集
学
的
な
治
療
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
・
検
診
な
ど
を
積

極
的
に
受
け
、
異
常
が
あ
れ
ば
す

す
ん
で
精
密
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
診
療
内
容
】

【
概
要
・
診
療
方
針
】

【
取
り
扱
っ
て
い
る
主
な
疾
患
】

【
実
績
・
治
療
成
績
】

【
当
科
の
特
徴
】

●
抗
が
ん
剤
治
療

●
緩
和
医
療

●
緊
急
手
術

●
肛
門
疾
患

●
腹
腔
鏡
手
術

悪
性
疾
患

食
道
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

肝
臓
が
ん
、
膵
が
ん
　
消
化
管

GIST

　
な
ど

良
性
疾
患

そ
の
他

急
性
虫
垂
炎
、
腸
閉
塞
（
イ
レ
ウ

ス
）、
消
化
管
穿
孔
　
な
ど

胆
石
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、
腹
壁
瘢

痕
ヘ
ル
ニ
ア
、
痔
核
　
な
ど

腹腔鏡下胆嚢摘出術腹腔鏡下胃全摘術

腹腔鏡下幽門側胃切除

内痔を注射で治すALTA療法

術
後
の
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
が
生

じ
に
く
く
な
り
、
早
く
退
院
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
整
容

性
（
見
た
目
）
も
通
常
の
開
腹
手

術
よ
り
も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

開
腹
手
術
よ
り
も
、
術
後
の
癒
着

が
少
な
く
腸
閉
塞
な
ど
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
開
腹

手
術
と
ほ
ぼ
同
等
の
手
術
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。
胆
石
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
現
在
は
胃
癌
や
大

腸
癌
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、
虫
垂
炎

に
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
進
行
癌

に
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
手
術
件
数
は
年
間
約
6
０
０
件
あ

り
ま
す
（
P
5 

表
①
を
参
照
）

*GIST･･･消化管間質腫瘍

*

外科医長

岡田　一郎
おかだ　いちろう

外
科
は
病
院
創
立
時
に
開
設
さ
れ
今
年

50
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
現
在
の
外
科
を
紹
介
し
ま
す
。

特集 1

特集①　外科
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現
在
、
外
科
医
７
人
に
て
診
療
し

て
お
り
ま
す
。
外
来
診
療
、
腹
部
救

急
疾
患
、
消
化
器
が
ん
に
対
す
る
手

術
・
術
後
定
期
検
査
・
化
学
療
法
・

緩
和
医
療
な
ど
一
般
外
科
を
中
心

に
、
地
域
の
た
め
の
標
準
的
な
治
療

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
午
前
中
は
外
来
、
検
査
、
午
後
は

手
術
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
朝
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、

通
院
お
よ
び
入
院
患
者
さ
ん
の
治
療

方
針
や
手
術
内
容
・
術
後
経
過
を
話

し
合
い
外
科
医
７
人
に
よ
る
チ
ー
ム

医
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
外
来
患
者
は
１
日
60 

人
以
上
、

平
均
入
院
患
者
数
は
約
50
人
、
年
間

約
9
0
0 

名
の
入
院
が
あ
り
ま
す
。

　
腹
腔
鏡
手
術
を
積
極
的
に
導
入

し
て
お
り
ま
す
。
腹
腔
鏡
手
術
と

は
、
腹
部
に
2
〜
15
㎜
程
度
の
穴

を
開
け
、
腹
腔
内
に
炭
酸
ガ
ス
を

注
入
し
な
が
ら
、
内
視
鏡
や
専
用

の
手
術
器
具
を
挿
入
し
、
モ
ニ

タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
様
子
を
見

な
が
ら
手
術
を
行
う
方
法
で
す
。

傷
口
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
痛
み
は

少
な
く
、
術
後
早
期
に
歩
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

　
痔
核
の
種
類
に
よ
り
ま
す
が
、

適
応
症
例
で
は
「
切
ら
ず
に
治
す

内
痔
核
四
段
階
注
射
療
法
」

（
A
L
T
A
療
法
〈
内
痔
核
硬
化
療

法
〉）
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

　
年
間
手
術
の
う
ち
20
％
〜
30
％

が
消
化
管
穿
孔
や
虫
垂
炎
、
腸
閉

塞
（
イ
レ
ウ
ス
）
な
ど
の
緊
急
手

術
を
要
す
る
疾
患
で
あ
り
、
手
術

室
と
協
力
し
な
が
ら
迅
速
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
手

術
に
お
い
て
も
可
能
な
疾
患
で
あ

れ
ば
腹
腔
鏡
に
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
初
回
時
の
み
原
則
入
院
に
て

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
２
回
目
以

降
は
外
来
通
院
に
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。
当
院
の
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー

に
は
現
在
10
ベ
ッ
ド
あ
り
、
午
前

枠
・
午
後
枠
を
設
け
１
日
20
人
治

療
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
当
院
全
科
で
は
月
2
0
0
人

が
外
来
通
院
で
化
学
療
法
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
外
科
は
月
約
50

人
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
外
科
医
だ
け
で
な
く
、
院
内
の

緩
和
医
療
チ
ー
ム（
医
師〈
外
科
医
、

呼
吸
器
内
科
医
、
精
神
科
医
〉、
緩

和
ケ
ア
認
定
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
、
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
と
連

携
し
、
患
者
さ
ん
の
疼
痛
緩
和
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
科
は
救
急
疾
患
以
外
で
は
、

癌
に
対
す
る
手
術
が
主
体
で
あ
り
、

根
治
性
の
高
い
手
術
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
術
後
の
抗
癌
剤
治

療
を
併
用
し
、
集
学
的
な
治
療
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
・
検
診
な
ど
を
積

極
的
に
受
け
、
異
常
が
あ
れ
ば
す

す
ん
で
精
密
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
診
療
内
容
】

【
概
要
・
診
療
方
針
】

【
取
り
扱
っ
て
い
る
主
な
疾
患
】

【
実
績
・
治
療
成
績
】

【
当
科
の
特
徴
】

●
抗
が
ん
剤
治
療

●
緩
和
医
療

●
緊
急
手
術

●
肛
門
疾
患

●
腹
腔
鏡
手
術

悪
性
疾
患

食
道
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

肝
臓
が
ん
、
膵
が
ん
　
消
化
管

GIST

　
な
ど

良
性
疾
患

そ
の
他

急
性
虫
垂
炎
、
腸
閉
塞
（
イ
レ
ウ

ス
）、
消
化
管
穿
孔
　
な
ど

胆
石
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、
腹
壁
瘢

痕
ヘ
ル
ニ
ア
、
痔
核
　
な
ど

腹腔鏡下胆嚢摘出術腹腔鏡下胃全摘術

腹腔鏡下幽門側胃切除

内痔を注射で治すALTA療法

術
後
の
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
が
生

じ
に
く
く
な
り
、
早
く
退
院
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
整
容

性
（
見
た
目
）
も
通
常
の
開
腹
手

術
よ
り
も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

開
腹
手
術
よ
り
も
、
術
後
の
癒
着

が
少
な
く
腸
閉
塞
な
ど
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
開
腹

手
術
と
ほ
ぼ
同
等
の
手
術
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。
胆
石
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
現
在
は
胃
癌
や
大

腸
癌
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、
虫
垂
炎

に
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
進
行
癌

に
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
手
術
件
数
は
年
間
約
6
０
０
件
あ

り
ま
す
（
P
5 

表
①
を
参
照
）

*GIST･･･消化管間質腫瘍

*

外科医長

岡田　一郎
おかだ　いちろう

外
科
は
病
院
創
立
時
に
開
設
さ
れ
今
年

50
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
現
在
の
外
科
を
紹
介
し
ま
す
。

特集 1
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主
な
疾
患
と
治
療
方
法

【
症
状
】

　
初
期
に
は
自
覚
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
。
胃
が
ん
が
進
行
す
る
と
、

上
腹
部
痛
、
嘔
気
、
げ
っ
ぷ
、
不

快
感
な
ど
が
出
現
し
ま
す
。
ま
た
、

胃
が
ん
の
発
生
部
位
に
よ
っ
て
も

症
状
は
異
な
り
ま
す
。

●
入
口
（
噴
門
部
）

●
出
口
（
幽
門
部
）

【
検
査
】

●
胃
カ
メ
ラ
、胃
透
視
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

●
C
T
、
P
E
T
‐
C
T

【
症
状
】

　
初
期
に
は
自
覚
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
腸
が
ん
が
進
行
す
る
と
、

血
便
、
便
が
細
く
な
る
、
便
秘
や

下
痢
を
繰
り
返
す
、
残
便
感
な
ど

が
出
現
し
ま
す
。
大
腸
が
ん
が
更

に
進
行
す
る
と
、
間
欠
的
腹
痛
（
絞

ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
の
後
に
楽
に

な
る
腹
痛
を
繰
り
返
す
）、
腹
部
に

硬
結
触
知
（
固
い
も
の
が
ふ
れ
る
）、

腹
部
膨
満
感
か
ら
腸
閉
塞
（
大
腸

が
ん
に
よ
り
大
腸
が
閉
じ
て
し
ま

う
）
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

【
検
査
】

●
大
腸
カ
メ
ラ
、注
腸（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

●
C
T
、
P
E
T
‐
C
T

●
血
液
検
査

【
症
状
】

　
鼠
径
部
（
足
の
付
け
根
）
の
膨

隆
（
膨
ら
み
）、
違
和
感
、
痛
み
、

便
秘
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

【
検
査
】

　
主
に
診
察
で
診
断
し
ま
す
が
、

C
T
検
査
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

【
症
状
】

　
出
血
、
疼
痛
、
脱
出
な
ど
の
症

状
が
出
現
し
ま
す
。

【
検
査
】

　
基
本
的
に
は
、
診
察
で
診
断
し

ま
す
。
診
察
の
際
に
は
、
肛
門
を

指
で
診
察
し
肛
門
鏡
と
呼
ば
れ
る

診
察
道
具
で
観
察
し
ま
す
。
大
腸

カ
メ
ラ
に
て
、
大
腸
が
ん
が
な
い

こ
と
や
憩
室
炎
、
炎
症
を
起
こ
す

よ
う
な
病
気
が
な
い
か
を
確
認
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
血
液
検
査

【
治
療
方
法
】

　
原
則
は
切
除
で
す
。
早
期
が
ん

で
あ
れ
ば
、
胃
カ
メ
ラ
（
内
視
鏡
）

に
て
切
除
や
腹
腔
鏡
に
て
手
術
を

行
い
ま
す
。
進
行
が
ん
で
、
手
術

可
能
で
あ
れ
ば
腹
腔
鏡
や
開
腹
手

術
に
て
切
除
し
ま
す
。
進
行
が
ん

で
、
手
術
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
化

学
療
法
（
抗
癌
剤
）
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
手
術
と
化
学
療
法
を
組
み

合
わ
せ
て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
治
療
方
法
】

　
原
則
は
切
除
で
す
。
早
期
が
ん
で

あ
れ
ば
、
大
腸
カ
メ
ラ
（
内
視
鏡
）

に
て
切
除
や
腹
腔
鏡
に
て
手
術
を
行

い
ま
す
。
進
行
が
ん
で
、
手
術
可
能

で
あ
れ
ば
腹
腔
鏡
や
開
腹
手
術
に
て

切
除
し
ま
す
。
大
腸
が
ん
は
肝
臓
に

転
移
す
る
こ
と
が
多
く
、
同
時
に
手

術
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。以
前
は
、

直
腸
が
ん
の
多
く
が
人
工
肛
門
を
作

る
手
術
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
70
％
以
上
が
人
工
肛
門

を
作
ら
な
い
手
術
に
な
っ
て
い
ま

す
。
進
行
が
ん
で
、
手
術
が
不
可
能

で
あ
れ
ば
化
学
療
法
（
抗
癌
剤
）
や

放
射
線
治
療
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

手
術
と
化
学
療
法
を
組
み
合
わ
せ
て

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

胃
癌

大
腸
癌
（
結
腸
癌
、
直
腸
癌
）

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
（
い
わ
ゆ
る
脱
腸
）

痔
核
（
い
わ
ゆ
る
い
ぼ
痔
）

【
治
療
方
法
】

　
ま
ず
保
存
的
治
療
を
行
い
ま
す
。

便
秘
や
下
痢
を
避
け
て
い
た
だ
き
、

外
用
薬
や
内
服
薬
で
症
状
改
善
を

図
り
、
改
善
が
な
い
場
合
や
、
再

発
を
繰
り
返
す
場
合
は
手
術
と
な

り
ま
す
。
　

　
手
術
に
は
、
硬
化
療
法
（
痔
核

に
直
接
注
射
す
る
方
法
）
や
ゴ
ム

結
紮
術
（
ゴ
ム
で
痔
核
を
縛
る
方

法
）、
痔
核
結
紮
術
（
痔
核
を
切
除

す
る
方
法
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
肛
門
の
内
側
に
で

き
る
内
痔
核
の
み
の
場
合
に
は
硬

化
療
法
を
行
い
、
内
痔
核
と
外
痔

核
の
両
方
が
あ
る
場
合
に
は
内
痔

核
は
硬
化
療
法
を
行
い
、
外
痔
核

は
切
除
す
る
方
法
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

【
治
療
方
法
】

　
原
則
は
手
術
で
す
。
筋
ト
レ
や

薬
剤
な
ど
で
治
療
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
基
本
的
は
、
腹
腔
鏡

に
て
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開

腹
歴
の
あ
る
方
や
泌
尿
器
科
疾
患

の
既
往
が
あ
る
方
は
、
前
方
ア
プ

ロ
ー
チ
に
て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

食
物
が
胃
に
入
り
に
く
く
な
り
、

つ
か
え
感
や
胸
焼
け
な
ど
の
症

状
が
出
現
し
ま
す
。

胃
の
内
容
物
が
十
二
指
腸
に
流

れ
に
く
く
な
り
、
胃
も
た
れ
や

腹
部
膨
満
感
、
嘔
気
、
嘔
吐
な

ど
の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

胃
が
ん
の
部
位
や
大
き
さ
を
確

認
し
ま
す
。

胃
が
ん
の
広
が
り
（
転
移
な
ど
）

を
確
認
し
ま
す
。

胃
が
ん
に
よ
る
貧
血
や
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
を
確
認
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
部
位
や
大
き
さ
を

確
認
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
広
が
り
（
転
移
な

ど
）
を
確
認
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
に
よ
る
貧
血
や
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
を
確
認
し
ま
す
。

（2016 年実績）

*重複があるため、合計は致しません。

当院外科の臓器別手術件数表①

*

臓器区分 件数 （腹腔鏡）

食道 5 3

胃・十二指腸 41 18

肝・胆・膵・脾 86 50

小腸 26 4

結腸 127 84

直腸 31 17

肛門 14 －

ヘルニア 156 111

その他 156 1

合計 613 －

（うち緊急件数） 138 －

特集①　外科
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す
。
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。
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療
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。
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あ
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（2016 年実績）

*重複があるため、合計は致しません。

当院外科の臓器別手術件数表①

*

臓器区分 件数 （腹腔鏡）

食道 5 3

胃・十二指腸 41 18

肝・胆・膵・脾 86 50

小腸 26 4

結腸 127 84

直腸 31 17

肛門 14 －

ヘルニア 156 111

その他 156 1

合計 613 －

（うち緊急件数） 138 －

特集①　外科
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膠
原
病
は
1
9
4
2
年
ア
メ
リ
カ

の
病
理
学
者
で
あ
る
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー

に
よ
っ
て
初
め
て
命
名
さ
れ
た
疾
患

群
で
、
当
初
、
原
因
不
明
で
あ
っ
た

こ
の
病
気
を
病
的
な
免
疫
反
応
が
起

こ
る
部
位
・
臨
床
症
状
か
ら
、①
関

節
リ
ウ
マ
チ
、②
全
身
性
エ
リ
テ
マ

ト
ー
デ
ス
、③
強
皮
症
、④
皮
膚
筋

炎
、
多
発
性
筋
炎
、⑤
結
節
性
動
脈

周
囲
炎
、⑥
リ
ウ
マ
チ
熱
、
の
６
疾

患
に
分
類
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
病
気
は
一
般
に
結
合
組

織
（
臓
器
と
臓
器
の
隙
間
や
、
細
胞

と
細
胞
の
間
を
埋
め
る
組
織
）
と
血

管
を
主
病
変
と
し
、
免
疫
の
異
常
を

伴
い
複
数
の
臓
器
に
病
変
が
起
こ
る

事
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
存
知
で
す
か
？

膠
原
病
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で
し
ょ
う
か
？

感
染
性
で
な
い
事
、
腫
瘍
性
で
な
い

事
な
ど
の
特
徴
を
持
ち
ま
す
。
そ
れ

ら
の
事
か
ら
、
結
合
組
織
病
と
い
う

言
い
方
を
し
た
り
、
自
己
免
疫
疾
患

と
い
う
範
疇
で
説
明
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、古
典
的
６
疾
患
以
外
に
も
、

膠
原
病
類
縁
疾
患
と
呼
ば
れ
る
い
く

つ
か
の
病
気
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
、
混
合
性
結
合
組
織
病
、
シ
ェ
ー

グ
レ
ン
症
候
群
、ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、

サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
、
抗
リ
ン
脂
質

抗
体
症
候
群
、
血
管
炎
症
候
群
、
成

人
ス
テ
ィ
ル
病
な
ど
が
含
ま
れ
ま

す
。

　
膠
原
病
の
原
因
は
不
明
で
す
が
、

遺
伝
的
要
因
（
病
気
が
遺
伝
す
る
わ

代
表
的
な
膠
原
病
に
つ
い
て

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
（
S
L
E
）

　
若
い
女
性
に
多
い
病
気
で
、
妊
娠

や
日
焼
け
や
ス
ト
レ
ス
が
き
っ
か
け

で
発
症
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。「
全

身
性
」
と
い
う
名
前
の
通
り
、
関
節

や
皮
膚（
写
真
１
）、腎
臓
、肺
、心
臓
、

神
経
系
な
ど
各
種
臓
器
に
病
変
が
起

こ
り
ま
す
。
時
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
と

誤
診
さ
れ
る
事
も
あ
り
注
意
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
学
校
や
会
社
の
検
診

で
蛋
白
尿
を
指
摘
さ
れ
た
事
が
き
っ

か
け
で
診
断
さ
れ
る
事
も
あ
り
ま

す
。血
液
検
査
で
各
種
自
己
抗
体（
抗

核
抗
体
、
抗
D
N
A
抗
体
、
抗
S
m

抗
体
な
ど
）
が
検
出
さ
れ
ま
す
。
特

徴
的
な
症
状
と
検
査
の
異
常
な
ど
を

合
わ
せ
て
総
合
的
に
診
断
し
ま
す
。

治
療
は
、ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
や
、

免
疫
抑
制
剤
で
あ
る
シ
ク
ロ
フ
ォ
ス

フ
ァ
ミ
ド
（
製
品
名
エ
ン
ド
キ
サ

ン
）、ア
ザ
チ
オ
プ
リ
ン（
イ
ム
ラ
ン
、

ア
ザ
ニ
ン
）、シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
（
ネ

オ
ー
ラ
ル
）、
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
（
プ

ロ
グ
ラ
フ
）、最
近
保
険
適
応
に
な
っ

た
ミ
コ
フ
ェ
ノ
ー
ル
酸
モ
フ
ィ
チ
ル

（
セ
ル
セ
プ
ト
）
な
ど
を
用
い
ま
す
。

ま
た
、
欧
米
で
標
準
的
に
使
用
さ
れ

て
い
た
水
酸
化
ク
ロ
ロ
キ
ン
（
プ
ラ

ケ
ニ
ル
）
が
日
本
で
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
当
院
で
も
積
極
的
に

導
入
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
透

析
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、
抗

D
N
A
抗
体
除
去
術
を
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遺
伝
子
の

特
定
部
分
が
発
症
に
関
わ
っ
て
い
る

事
は
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
）
や
環
境

因
子
（
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
ス
ト
レ

ス
、
妊
娠
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
環
境
の

変
化
な
ど
）
が
関
与
し
て
、
自
己
抗

体
産
生
な
ど
の
免
疫
異
常
を
き
た
す

事
に
よ
っ
て
病
気
が
発
症
す
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）　

　
膠
原
病
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
に

よ
り
特
徴
的
な
症
状
が
あ
り
ま
す

が
、
共
通
す
る
症
状
と
し
て
は
、
発

熱
、倦
怠
感
、皮
疹
、関
節
炎
（
痛
）、

リ
ン
パ
節
腫
脹
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

膠
原
病

写真 1 図 1

SLE の蝶形紅斑 特
集
②

こ
う
げ
ん
び
ょ
う

特集②　膠原病科

リウマチ膠原病センター長
膠原病科部長
リウマチ科部長

鈴木　貞博
すずき　さだひろ

膠原病科医師によるカンファレンス
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現
在
、
膠
原
病
科
で
は
私
を
含
め

５
名
の
常
勤
医
が
診
療
を
行
っ
て
お

り
ま
す
（
信
州
大
学
か
ら
１
人
、
北

里
大
学
か
ら
２
人
の
出
向
者
、
当
院

の
内
科
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
中
の

者
１
人
）。
ま
た
、
２
人
の
リ
ウ
マ
チ

科
医
師
と
協
力
し
て
「
リ
ウ
マ
チ
膠

原
病
セ
ン
タ
ー
」
を
構
成
し
、
関
節

リ
ウ
マ
チ
を
含
め
た
膠
原
病
及
び
類

縁
疾
患
の
診
療
を
幅
広
く
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
専
門
医
資
格

を
持
つ
非
常
勤
医
師
（
信
州
大
学
リ

ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
か
ら
２
人
、
同

整
形
外
科
か
ら
１
人
、
北
里
大
学
膠

原
病
感
染
内
科
か
ら
２
人
、
長
野
赤

十
字
病
院
か
ら
２
人
）
に
は
外
来
診

療
を
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
他
、
原
因
が
解
ら

　
手
が
こ
わ
ば
る
、
関
節
や
筋
肉
が

痛
い
、
寒
い
時
手
指
が
白
や
紫
に
な

る
、
皮
疹
が
な
か
な
か
消
え
な
い
、

微
熱
や
高
熱
が
続
く
、
ド
ラ
イ
ア
イ

や
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
が
あ
る
、
リ
ン
パ

節
や
し
こ
り
が
気
に
な
る
、
倦
怠
感

が
続
く
な
ど
の
症
状
が
あ
り
原
因
が

わ
か
ら
な
い
場
合
、
血
縁
の
方
に
関

節
リ
ウ
マ
チ
や
膠
原
病
の
患
者
さ
ん

が
い
て
自
分
も
気
に
な
る
症
状
が
あ

る
な
ど
の
場
合
は
膠
原
病
科
で
診
察

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
の
主
治
医
の
先
生
が

お
ら
れ
る
場
合
は
、
簡
単
で
結
構
で

す
の
で
紹
介
状
を
書
い
て
い
た
だ

き
、
お
薬
手
帳
や
過
去
の
検
査
デ
ー

タ
な
ど
も
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
診

療
の
助
け
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
い
「
不
明
熱
」
に
つ
い
て
の
診
断

及
び
治
療
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。
入
院
患
者
さ
ん
は
中
央
棟
３
階

で
診
て
お
り
ま
す
。
常
時
20
〜
30
人

の
入
院
患
者
さ
ん
の
診
療
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
膠
原
病
は
全
身
性
疾

患
で
あ
り
、院
内
の
各
科（
腎
臓
内
科
、

呼
吸
器
内
科
、
消
化
器
内
科
、
循
環

器
内
科
、
整
形
外
科
、
皮
膚
科
な
ど
）

に
も
協
力
を
仰
ぎ
診
療
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
は
日
本
リ
ウ
マ
チ
学

会
の
教
育
研
修
病
院
に
な
っ
て
お
り
、

現
在
２
人
の
後
期
研
修
医
が
研
修
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
信
州

大
学
医
学
部
の
学
生
臨
床
実
習
、
当

院
の
初
期
研
修
医
の
教
育
も
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

強
皮
症(

全
身
性
硬
化
症)

　
寒
い
時
、
指
先
が
白
く
な
っ
た
り

紫
に
な
る
症
状
（
レ
イ
ノ
ー
現
象
）

（
写
真
２
）や
関
節
炎（
痛
）を
伴
い
、

徐
々
に
皮
膚
が
硬
く
な
り
循
環
障
害

を
起
こ
す
病
気
で
す
。
皮
膚
だ
け
で

な
く
、内
臓
病
変
（
逆
流
性
食
道
炎
、

吸
収
不
良
、
亜
腸
閉
塞
、
間
質
性
肺

炎
、
肺
高
血
圧
症
、
腎
性
高
血
圧
な

ど
）
も
起
こ
し
ま
す
。
治
療
と
し
て

は
一
般
的
に
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン

は
あ
ま
り
効
果
が
な
い
の
で
、
症
状

に
合
わ
せ
た
対
症
療
法
に
な
り
ま

す
。

皮
膚
筋
炎
、
多
発
性
筋
炎

　
全
身
の
筋
力
低
下
や
筋
肉
痛
が
主

症
状
で
、
特
徴
的
な
皮
疹
（
ヘ
リ
オ

ト
ロ
ー
プ
疹
、ゴ
ッ
ト
ロ
ン
疹
な
ど
）

（
写
真
３
）
を
伴
う
場
合
を
皮
膚
筋

炎
、
皮
疹
が
な
い
場
合
を
多
発
性
筋

炎
と
呼
び
ま
す
。
筋
原
性
酵
素

（CPK

、ア
ル
ド
ラ
ー
ゼ
）
が
上
昇
し
、

炎
症
所
見
（CRP

、
赤
沈
）
も
陽
性

に
な
り
ま
す
。
筋
電
図
検
査
や
筋
肉

の
生
検
検
査
（
病
理
検
査
）
で
確
定

診
断
を
し
ま
す
。
治
療
は
ス
テ
ロ
イ

ド
ホ
ル
モ
ン
や
免
疫
抑
制
剤
を
使
用

し
ま
す
。
最
近
、
筋
症
状
が
軽
く
皮

疹
が
目
立
ち
重
症
間
質
性
肺
炎
を
伴

う
症
例
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群

　
ド
ラ
イ
ア
イ
、
ド
ラ

イ
マ
ウ
ス
な
ど
の
乾
燥

症
状
を
特
徴
と
し
て（
写

真
４
）、
時
に
他
の
膠
原

病
に
合
併
す
る
事
も
あ

り
ま
す
。
唾
液
腺
や
涙

腺
を
中
心
と
し
た
多
臓

器
に
リ
ン
パ
球
が
浸
潤

し
炎
症
や
臓
器
障
害
を

 

当
院
の
膠
原
病
科
の
特
徴

最
後
に

写真 2

写真 3

写真 4

シェーグレン症候群
人間ドックにて ZTT 高値を指摘され
膠原病外来受診。

眼科検査：
　角膜潰瘍（＋）
　シルマーテスト；右 2mm
                       左 1mm
　蛍光色素試験；（3+)
耳鼻科検査：ガムテスト ; 平均 3ml
血液検査
　　抗核抗体 160 倍陽性
　　抗 SS-A 抗体（＋）
　　抗 SS-B 抗体（＋）
　　リウマトイド因子（＋）
　　γグロブリン３５％　

42 歳　女性
　口腔内乾燥（＋）
　虫歯多数

レイノー現象

皮膚筋炎（ゴットロン疹）

起
こ
し
ま
す
。
間
質
性

肺
炎
や
末
梢
神
経
炎
、

間
質
性
腎
炎
な
ど
を
併

発
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

長
期
的
に
は
悪
性
リ
ン

パ
腫
や
多
発
性
骨
髄
腫

な
ど
の
合
併
が
見
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
と
し
て
は
、
角
膜

保
護
剤
の
点
眼
、
唾
液

分
泌
を
促
す
薬
剤
の
投

与
な
ど
を
行
い
ま
す
。

内
臓
病
変
が
あ
る
場
合

は
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ

ン
や
免
疫
抑
制
剤
を
使

用
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

特集②　膠原病科
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２
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２
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２
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　救
急
車
専
用
通
路
が
完
成
し
、

9
月
14
日
よ
り
運
用
開
始
と
な
り

ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
は
、
篠
ノ
井
中
央
公

園
側
の
市
道
よ
り
救
急
車
の
受
入

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
病

院
前
の
県
道
か
ら
専
用
通
路
を

通
っ
て
救
命
セ
ン
タ
ー
へ
乗
り
入

れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　薬
局
が
東
棟
か
ら
中
央
棟
へ
移
転
し
、
9
月
11
日
よ
り

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
院
内
処
方
の
薬
の
受
け
取
り
が
こ

ち
ら
に
移
動
し
ま
し
た
。

　お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。

■薬局・くすりお渡し口
受付は、売店とトイレの間を奥に進ん
でいただいた所にあります。冷水器も
ありますので、お薬をお受け取り後、
すぐにお薬を飲んでいただくことも可
能です。

■薬局 1階
受付の奥に、調剤室、薬務室などがあり
ます。調剤室では薬剤師が医師の処方を
元に患者さんの薬を調剤しています。

■薬局地下
主に病棟で使う点滴薬などがあり、医師の処
方に対応しています。

■処方せん FAX コーナー
受付前に引っ越しました。お気軽にご利用
ください

■工事終了後には、病院南側に設置される駐車
場をご利用いただけます。写真の黄色に色分け
された部分は、救急車専用通路と南側駐車場へ
と続く通路が交差します。救急車優先となりま
すので通行の際にはご協力をおねがいします。

■救急車専用通路には専用ゲートが設
置されます。一般車は入場できません。
誤進入にお気をつけください。

↑
一
般
車↑

救
急
車

（図 1）救急車専用通路

本館棟

中央棟

東棟 北棟

県　道

救命センター

東
渡
廊
下
（
２
・
３
Ｆ
）

玄
関

病院再構築→→→竣工 10 月末

<工事中＞

救
急
車
専
用
通
路

一般車両進入禁止

教会

◎ご利用可能時間　9:00 ～ 17:00

再構築のあゆみ

再
構
築
の
あ
ゆ
み

一般車

南
側
駐
車
場
へ

救急車

救
急
車
専
用
通
路
完
成
し
ま
し
た

薬
局
移
転
し
ま
し
た
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取
り
が
こ

ち
ら
に
移
動
し
ま
し
た
。

　お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。

■薬局・くすりお渡し口
受付は、売店とトイレの間を奥に進ん
でいただいた所にあります。冷水器も
ありますので、お薬をお受け取り後、
すぐにお薬を飲んでいただくことも可
能です。

■薬局 1階
受付の奥に、調剤室、薬務室などがあり
ます。調剤室では薬剤師が医師の処方を
元に患者さんの薬を調剤しています。

■薬局地下
主に病棟で使う点滴薬などがあり、医師の処
方に対応しています。

■処方せん FAX コーナー
受付前に引っ越しました。お気軽にご利用
ください

■工事終了後には、病院南側に設置される駐車
場をご利用いただけます。写真の黄色に色分け
された部分は、救急車専用通路と南側駐車場へ
と続く通路が交差します。救急車優先となりま
すので通行の際にはご協力をおねがいします。

■救急車専用通路には専用ゲートが設
置されます。一般車は入場できません。
誤進入にお気をつけください。

↑
一
般
車↑

救
急
車

（図 1）救急車専用通路

本館棟

中央棟

東棟 北棟

県　道

救命センター

東
渡
廊
下
（
２
・
３
Ｆ
）

玄
関

病院再構築→→→竣工 10 月末

<工事中＞

救
急
車
専
用
通
路

一般車両進入禁止

教会

◎ご利用可能時間　9:00 ～ 17:00

再構築のあゆみ

再
構
築
の
あ
ゆ
み

一般車

南
側
駐
車
場
へ

救急車

救
急
車
専
用
通
路
完
成
し
ま
し
た

薬
局
移
転
し
ま
し
た
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糖尿病看護認定看護師

糖
尿
病
医
療
の
現
状当

院
の
糖
尿
病
治
療

や
サ
ポ
ー
ト
体
制

患
者
さ
ん
の
生
活
の
中
に
糖
尿
病

治
療
を
取
り
入
れ
る
お
手
伝
い
を

　
現
在
、
日
本
人
の
糖
尿
病
患
者
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
、
成
人
の
10
人
に
１
人
は
糖
尿
病

を
発
症
し
て
い
ま
す（
表
１
参
照
）。
糖
尿
病
は
、

原
因
別
に
、
１
型
糖
尿
病
、
２
型
糖
尿
病
、
そ

の
他
の
特
定
の
機
序
・
疾
患
に
よ
る
も
の
、
妊

娠
糖
尿
病
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

最
も
発
症
頻
度
が
高
い
の
が
２
型
糖
尿
病
で

す
。
２
型
糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
乏
し
く
、
発

症
当
時
に
は
合
併
症
の
出
現
が
な
い
た
め
、
受

診
が
遅
れ
た
り
、
治
療
中
断
が
多
い
現
状
が
あ

り
ま
す
（
表
２
参
照
）。

　
ま
た
、
高
血
糖
が
持
続
す
る
こ
と
に
よ
り
三

大
合
併
症
と
さ
れ
る
神
経
障
害
、
腎
症
、
網
膜

症
が
発
症
し
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
（
表

３
参
照
）。

　
２
型
糖
尿
病
は
遺
伝
要
因
に
加
え
、
ス
ト
レ

ス
、
運
動
不
足
、
過
食
、
肥
満
な
ど
の
生
活
習

慣
が
影
響
し
発
症
し
ま
す
。
そ
の
た
め
一
つ
誤

解
が
あ
る
の
は
、
生
活
習
慣
が
悪
い
人
が
発
症

す
る
と
思
わ
れ
や
す
い
事
で
す
。
こ
の
事
が
患

者
さ
ん
の
心
を
痛
め
る
一
つ
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
、
生
活
が
不
規
則

で
あ
っ
て
も
糖
尿
病
に
な
る
方
と
な
ら
な
い
方

が
お
り
、
た
だ
単
に
生
活
習
慣
が
悪

い
た
め
に
発
症
す
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

糖
尿
病
を
発
症
す
る
と
、
生
涯
に
渡

り
食
事
療
法
、
運
動
療
法
が
必
要
と

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
薬
物
療
法

で
血
糖
値
を
管
理
し
ま
す
。
ま
た
、

体
調
管
理
の
た
め
血
糖
値
の
他
に
も

血
圧
、
体
重
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
自
己

管
理
が
必
要
と
な
っ
た
り
、
眼
科
の

定
期
受
診
も
必
要
で
す
。
患
者
さ
ん

の
中
に
は
忙
し
い
生
活
の
中
で
そ
れ

ら
の
治
療
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
抵

抗
を
感
じ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
生
活

し
た
ら
よ
い
の
か
、
今
の
療
養
方
法

で
よ
い
の
か
、
不
安
を
感
じ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分

で
は
一
生
懸
命
に
治
療
に
取
り
組
ん

で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
治
療
成
果
が

得
ら
れ
ず
落
胆
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
何
と

か
糖
尿
病
を
良
く
し
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
気
持
ち
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
治

療
へ
の
抵
抗
感
を
和
ら
げ
、
患
者
さ

ん
と
一
緒
に
生
活
の
中
で
出
来
る
こ

と
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
当
院
に
は
糖
尿
病
・
内
分
泌
・
代

謝
内
科
の
医
師
３
人
が
常
勤
医
で
い

る
ほ
か
、
信
州
大
学
附
属
病
院
よ
り

３
人
の
医
師
が
外
来
診
療
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
外
来
で
は
医
師
の
診
察

の
他
、
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の

資
格
を
も
っ
た
看
護
師
と
管
理
栄
養

士
が
患
者
さ
ん
の
合
併
症
発
症
と
進

行
予
防
の
た
め
の
生
活
指
導
や
栄
養

指
導
を
行
い
、
透
析
予
防
支
援
や

フ
ッ
ト
ケ
ア
支
援
を
行
う
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
院
内
に
は
糖
尿
病
療
養

　小児科病棟、救急病棟を経て、
現在は HCU 病棟で勤務していま
す。病棟で入院患者さんの看護を
行いながら、糖尿病指導外来（看
護専門外来）で患者さんの支援を
行わせて頂いている他、糖尿病で
入院中の患者さんのフットケア指
導を行わせて頂いています。糖尿
病であっても合併症に苦しまな
い、糖尿病がない方と変わらない
生活が送れることが願いです。
　現在の血糖値を管理すること
は、将来（未来）の健康を守るこ
とだと考え、目の前の患者さんひ
とり一人を大切に支援すること、
そして経験を大切にし院内のサ
ポート体制強化を目標に活動して
います。

塩原　ゆりHCU病棟

委
員
会
が
あ
り
、
病
院
全
体
で
糖
尿

病
患
者
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

よ
う
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
勉
強
会
、

支
援
体
制
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
毎

月
第
２
木
曜
日
は
糖
尿
病
教
室
、
隔

月
第
４
土
曜
日
は
バ
イ
キ
ン
グ
を
集

団
指
導
と
し
て
行
い
、
外
来
診
療
だ

け
で
は
不
十
分
な
知
識
や
技
術
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
７
月
に
は
専
門

医
が
赴
任
さ
れ
、
多
職
種
が
参
画
す

る
糖
尿
病
教
育
入
院
パ
ス
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
糖
尿
病
を
初
め
て
診
断

さ
れ
た
方
、
合
併
症
の
進
行
を
遅
ら

せ
た
い
方
、
手
術
や
妊
娠
の
た
め
に

血
糖
管
理
を
厳
格
に
行
い
た
い
方
、

薬
物
調
整
を
し
た
い
方
な
ど
が
入
院

さ
れ
て
い
ま
す
。
４
泊
５
日
の
入
院

に
よ
っ
て
、
医
師
、
看
護
師
、
管
理

栄
養
士
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師

が
一
丸
と
な
っ
て
糖
尿
病
患
者
さ
ん

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
一

生
涯
の
健
康
を
守
る
支
援
体
制
を
整

え
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を

継
続
で
き
る
場
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
を
続
け
ま
す
。

13

平成14年 平成19年 平成24年

糖尿病患者 740万人 890万人 950万人

糖尿病予備軍 880万人 1320万人 1100万人

合計 1620万人 2210万人 2050万人

平成14年 平成19年 平成24年

現在治療中 51.9% 55.7% 65.2%

治療を中断 7.7% 5.0% 5.8%

治療を受けて
　いない

40.4% 39.2% 29.0%

表 1　糖尿病有病者の推計

表 2　糖尿病患者の治療状況

表 1・2　厚生労働省：平成 24 年国民健康・栄養調査結果の概要より

表 3　糖尿病の合併症

糖尿病網膜症 
糖尿病で失明する患者は約 3000 人（成人の失明原因の第 2 位） 
糖尿病腎症 
透析導入の原因の第 1 位、2014（平成 26 年）年には 15809 人が糖尿病が原因で透析導入 
糖尿病神経障害 
糖尿病の慢性合併症として最も多い 
糖尿病足病変の頻度は 1997（平成 9 年）年には 0.4%であったが、2002（平成 14 年）年には

1.6%に増加している。〔糖尿病実態調査 2002（平成 14 年）〕 
糖尿病壊疽による足切断は非外傷性切断原因の第 1 位 

認定看護師シリーズ⑭

糖尿病教室の様子
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や
技
術
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
７
月
に
は
専
門

医
が
赴
任
さ
れ
、
多
職
種
が
参
画
す

る
糖
尿
病
教
育
入
院
パ
ス
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
糖
尿
病
を
初
め
て
診
断

さ
れ
た
方
、
合
併
症
の
進
行
を
遅
ら

せ
た
い
方
、
手
術
や
妊
娠
の
た
め
に

血
糖
管
理
を
厳
格
に
行
い
た
い
方
、

薬
物
調
整
を
し
た
い
方
な
ど
が
入
院

さ
れ
て
い
ま
す
。
４
泊
５
日
の
入
院

に
よ
っ
て
、
医
師
、
看
護
師
、
管
理

栄
養
士
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師

が
一
丸
と
な
っ
て
糖
尿
病
患
者
さ
ん

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
一

生
涯
の
健
康
を
守
る
支
援
体
制
を
整

え
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を

継
続
で
き
る
場
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
を
続
け
ま
す
。
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平成14年 平成19年 平成24年

糖尿病患者 740万人 890万人 950万人

糖尿病予備軍 880万人 1320万人 1100万人

合計 1620万人 2210万人 2050万人

平成14年 平成19年 平成24年

現在治療中 51.9% 55.7% 65.2%

治療を中断 7.7% 5.0% 5.8%

治療を受けて
　いない

40.4% 39.2% 29.0%

表 1　糖尿病有病者の推計

表 2　糖尿病患者の治療状況

表 1・2　厚生労働省：平成 24 年国民健康・栄養調査結果の概要より

表 3　糖尿病の合併症

糖尿病網膜症 
糖尿病で失明する患者は約 3000 人（成人の失明原因の第 2 位） 
糖尿病腎症 
透析導入の原因の第 1 位、2014（平成 26 年）年には 15809 人が糖尿病が原因で透析導入 
糖尿病神経障害 
糖尿病の慢性合併症として最も多い 
糖尿病足病変の頻度は 1997（平成 9 年）年には 0.4%であったが、2002（平成 14 年）年には

1.6%に増加している。〔糖尿病実態調査 2002（平成 14 年）〕 
糖尿病壊疽による足切断は非外傷性切断原因の第 1 位 

認定看護師シリーズ⑭

糖尿病教室の様子







知っておきたい豆知識

知
っ
て
お
き
た
い
く
す
り
の
豆
知
識
①
薬
剤
部

　「
く
す
り
」
に
は
錠
剤
や
カ
プ
セ

ル
剤
、
散
剤
な
ど
の
内
服
薬
（
飲
み

薬
）、
軟
膏
や
ク
リ
ー
ム
と
い
っ
た

塗
布
薬
（
ぬ
り
薬
）、
貼
付
薬
、
点

鼻
薬
、
点
眼
薬
、
点
耳
薬
、
吸
入
薬
、

坐
薬
な
ど
の
外
用
薬
、
注
射
薬
と

い
っ
た
様
々
な
薬
の
形
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
内
服
薬
の
飲
み
方
を
例

に
と
っ
て
み
て
も
食
前
や
食
後
、
食

間
、
眠
前
な
ど
薬
の
効
き
目
や
特
性

に
よ
っ
て
飲
み
方
や
時
間
が
異
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
知
っ
て
お
き
た
い

お
く
す
り
に
関
す
る
こ
と
を
シ
リ
ー

ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回

は
た
く
さ
ん
あ
る
薬
の
形
「
剤
形
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
内
服
薬
に
は
大
き
く
分
け
て
錠

剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
、
散
剤
、
液
剤
が

あ
り
ま
す
。
錠
剤
は
１
回
分
の
量
の

薬
を
圧
縮
し
て
、
一
定
の
形
に
し
た

も
の
で
す
。
カ
プ
セ
ル
剤
は
ゼ
ラ
チ

ン
な
ど
で
作
ら
れ
た
カ
プ
セ
ル
に
、

粉
末
や
液
状
の
薬
を
つ
め
た
も
の
で

す
。
散
剤
に
は
薬
の
粒
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
顆
粒
剤
、
細
粒
剤
な
ど
が
あ

り
、
小
児
用
に
甘
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

さ
れ
て
い
る
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ
剤
も

あ
り
ま
す
。
液
剤
は
液
体
状
の
薬
で

す
。
小
児
の
方
も
飲
み
や
す
い
よ
う

に
、
甘
く
加
工
さ
れ
て
い
る
シ
ロ
ッ

プ
剤
も
あ
り
ま
す
。

　
外
用
薬
に
は
塗
布
薬
、
貼
付
薬
、

点
眼
薬
、点
鼻
薬
、点
耳
薬
、吸
入
薬
、

坐
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
塗
付
薬
は

薬
を
ワ
セ
リ
ン
な
ど
の
基
材
に
混
ぜ

た
も
の
で
皮
膚
な
ど
に
ぬ
っ
て
使
用

す
る
薬
で
す
。
基
材
の
種
類
や
硬
さ

に
よ
っ
て
軟
膏
、
ク
リ
ー
ム
、
ロ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
。
貼
付
剤
は
布
な
ど
に
薬
を
う
す

く
の
ば
し
て
作
っ
て
あ
り
、
体
に

は
っ
て
使
用
し
ま
す
。
テ
ー
プ
剤
、

パ
ッ
プ
剤
、
パ
ッ
チ
剤
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
点
眼
薬
、
点
鼻
薬
、
点
耳
薬

は
薬
を
目
や
鼻
、
耳
に
垂
ら
し
て
使

用
す
る
薬
で
す
。
吸
入
薬
は
薬
を
霧

状
に
噴
出
さ
せ
、
口
か
ら
吸
い
込
み

気
管
支
や
肺
に
作
用
さ
せ
る
薬
で

す
。

　
注
射
薬
は
注
射
針
を
使
用
し
て
体

に
直
接
、
薬
を
い
れ
る
も
の
で
す
。

体
の
ど
の
部
分
に
注
射
す
る
か
に

よ
っ
て
皮
内
注
射
、
皮
下
注
射
、
筋

肉
内
注
射
、
静
脈
内
注
射
な
ど
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
様
々
な
薬
の「
剤
形
」

か
ら
患
者
さ
ん
に
適
し
た
も
の
を
医

師
が
選
ん
で
い
ま
す
。
薬
に
よ
っ
て

は
「
剤
形
」
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
た
め
、
よ
り
効
果
的
に
使
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
患
者
さ
ん

の
状
態
や
ご
希
望
に
合
わ
せ
て
医
師

の
指
示
の
も
と
、
薬
に
加
工
を
加
え

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
錠
剤

を
粉
末
状
に
粉
砕
し
た
り
カ
プ
セ
ル

剤
の
カ
プ
セ
ル
を
は
ず
す
こ
と
で
錠

剤
や
カ
プ
セ
ル
剤
を
粉
薬
へ
加
工
し

た
り
し
て
い
ま
す
が
、
湿
気
に
弱
い

薬
で
あ
れ
ば
粉
薬
へ
加
工
す
る
こ
と

　今
回
は
薬
の
「
剤
形
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
次
回
か

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
や
剤
形
の

特
徴
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
服
薬

剤
形

外
用
薬

注
射
薬

に
よ
っ
て
水
分
を
吸
っ
て
し
ま
い
薬

効
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
特

殊
な
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
あ
る
薬

で
あ
れ
ば
本
来
の
薬
の
効
き
方
と
異

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
加
工
の
前
後

で
薬
効
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
必
ず

薬
剤
師
が
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま

す
。
も
し
、
飲
み
に
く
く
て
お
困
り

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
か
か
り
つ

け
の
薬
局
や
病
院
の
薬
剤
師
、
医
師

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

注射薬 内服薬外用薬

口からのむ薬皮膚、目や鼻など
粘膜に使用する薬

血管や皮膚・筋肉内に
直接いれる薬

散剤液剤

カプセル剤錠剤注射

点滴

塗布薬

貼付剤

トローチ

点眼剤

点耳薬、吸入薬

薬
剤
師
が
チ
ェ
ッ
ク

知
っ
て

　お
き
た
い

豆
知
識

くすりのカタチいろいろ
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■「食生活の注意点」
　○主食・主菜・副菜を揃えたバランスの良い食事をこころがける

　　栄養素は単独で摂取するよりも、様々な栄養素を組み合わせることでより高い効果が現れます。からだを作

　　るたんぱく質を基本として、ビタミンや食物繊維が豊富な野菜など様々な食品をとり、肌へのストレスを防

　　ぐために抗酸化作用のある食品もとりましょう。

　〇腸内環境を整える

　　腸内に善玉菌が増えると便通が良くなり、栄養素の吸収が高まります。また、悪玉菌が作り出す有害物質も

　　減るため、肌もきれいになります。腸内の善玉菌の増殖に期待できる、乳製品や発酵食品をとりいれましょう。

　〇油の摂りすぎに注意

　　脂質には、肌細胞を作るのに必要な必須脂肪酸を含み、また体内では合成できないため食べ物から摂取する

　　必要があります。しかし、極端なダイエットや偏食、バランスの悪い食生活、欧米化の食事が原因で、活性

　　酸素の発生や乾燥肌などの肌トラブルを起こす事もあります。摂取量を適切な量になるように配慮し、脂肪

　　酸の種類にも注意しましょう。

　●飽和脂肪酸・・・重要なエネルギー源ですが、多く取り過ぎると動脈硬化、肥満、糖尿病をまねく可能性　

　　があります。（多く含む食品：肉などの動物性脂肪、バター、ラード、ヤシ油など）

　●不飽和脂肪酸

　　・オメガ３系・・・悪玉コレステロールや中性脂肪を下げ、血液の粘度を下げる働きがあります。また、免

　　　　　　　　　　　疫機能を高めアレルギーの改善にも役立ちます。（多く含む食品：サバ、イワシ、サンマ、

　　　　　　　　　　　シソ油、えごま油、アマニ油など）

　　・オメガ６系・・・コレステロールを下げる働きもありますが、過剰摂取は免疫機能低下でアレルギーの原

　　　　　　　　　　　因になったり、癌を誘発する恐れがあります。（多く含む食品：植物油、ごま油など）

●材料（2人分）
　かぼちゃ・・・・・・・・100g

　ピーマン・・・・・・・・80g
　ツナ缶（オイル漬け）・・・40g
　醤油・・・・・・・・・・大さじ 1
　酒・・・・・・・・・・・大さじ 1 と 1/2
　みりん・・・・・・・・・大さじ 1/2
　にんにくすりおろし・・・小さじ 1/2
　オリーブオイル・・・・・大さじ 1/2
　こしょう・・・・・・・・少々

●栄養価 (１人分 )：熱量：138kcal　たんぱく質：5.3g　脂質：8.5g　塩分：1.3g

紹介レシピ
②

かぼちゃとピーマンのツナ缶炒め
抗酸化ビタミン A（β－カロテン）・C・E が豊富なかぼちゃを使ったレシピです。
油と一緒に摂ることで効果も高まります

●作り方
　① かぼちゃ、ピーマンは細切りにして、調味料の材料は
　　 合わせておく。
　② フライパンにツナ缶の油とオリーブオイルとすりおろし
　　 にんにくを入れ、かぼちゃを炒め、かぼちゃにある程度火が
　　 通ったらピーマンを加えて炒める。
　③ ②にツナと調味料を加えて炒め、こしょうで味を整え、器に
　　 盛り付ける。

調
味
料

■「肌荒れに効果的な栄養素」
　○アミノ酸・・・たんぱく質を構成する物質。体内でたんぱく質がアミノ酸に分解・吸収され、

　　再合成されると、コラーゲンや肌細胞のたんぱく質の材料になります。皮膚を作り維持するの

　　に不可欠な栄養素です。（多く含む食品：肉、魚、卵、乳製品、大豆製品など）

　○抗酸化ビタミン
　　・β－カロテン・・体内ではビタミン A として働き、肌の再生を促します。

　　　　　　　　　　　　（多く含む食品：人参、モロヘイヤ、南瓜、ブロッコリーなど）

　　・ビタミン C・・・コラーゲンの生成を助けて皮膚や血管を丈夫に保ちます。

　　　　　　　　　　　　（多く含む食品：ピーマン、ブロッコリー、オレンジ、キウイなど）

　　・ビタミン B２・・新陳代謝に関係し、正常な細胞の生成を促します。

　　　　　　　　　　　　（多く含む食品：鶏レバー、うなぎ、納豆、ブロッコリーなど）

　　・ビタミン E・・・活性酸素の働きを抑え、肌の老化を防ぎます。また、血行を良くして肌の

　　　　　　　　　　　新陳代謝を活発にし、シミ対策にもなります。（多く含む食品：南瓜、うなぎ、鮭など）

■「生活習慣の注意点」
　○規則正しい生活をし、睡眠を十分にとる
　　　成長ホルモンの分泌は睡眠直後の３時間で最も盛んになり、この間に肌も活発に生まれ変わります。

　　　成長ホルモンのスムーズな分泌のためにも、就寝・起床時間のリズムを整えましょう。

　○ストレスに強くなる
　　　睡眠不足や喫煙、季節の変化なども体にとってはストレスの原因になります。自分にあったストレス

　　　解消法を見つけ、ストレスをためないようにしましょう。

　○適度な運動をとりいれる
　　　ストレス解消のほか、便秘の改善、寝つきが良くなるといった効果が期待できます。また、血行が良く

　　　なることで肌を作るのに必要な栄養素と酸素が体の隅々まで運ばれ肌の新陳代謝がよくなります。

　肌荒れに効果的な栄養素ばかりを摂っていても決して肌荒れが改善するわけではありません。

大切なのはバランスの良い食事です。たんぱく質の過剰摂取は活性酸素の発生やカルシウムの不

足につながり、コラーゲンやヒアルロン酸など肌に良いといわれている栄養素もビタミンやミネ

ラルが不足すれば合成されません。また塩分を過剰摂取していると、細胞内の水分が失われ乾燥

肌につながります。塩分・糖分・油の摂り過ぎに注意して、バランスの良い食事をしていきましょう。

まとめ

シリーズ

治療食
No.113

担当：管理栄養士　北村　章
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■「食生活の注意点」
　○主食・主菜・副菜を揃えたバランスの良い食事をこころがける

　　栄養素は単独で摂取するよりも、様々な栄養素を組み合わせることでより高い効果が現れます。からだを作

　　るたんぱく質を基本として、ビタミンや食物繊維が豊富な野菜など様々な食品をとり、肌へのストレスを防

　　ぐために抗酸化作用のある食品もとりましょう。

　〇腸内環境を整える

　　腸内に善玉菌が増えると便通が良くなり、栄養素の吸収が高まります。また、悪玉菌が作り出す有害物質も

　　減るため、肌もきれいになります。腸内の善玉菌の増殖に期待できる、乳製品や発酵食品をとりいれましょう。

　〇油の摂りすぎに注意

　　脂質には、肌細胞を作るのに必要な必須脂肪酸を含み、また体内では合成できないため食べ物から摂取する

　　必要があります。しかし、極端なダイエットや偏食、バランスの悪い食生活、欧米化の食事が原因で、活性

　　酸素の発生や乾燥肌などの肌トラブルを起こす事もあります。摂取量を適切な量になるように配慮し、脂肪

　　酸の種類にも注意しましょう。

　●飽和脂肪酸・・・重要なエネルギー源ですが、多く取り過ぎると動脈硬化、肥満、糖尿病をまねく可能性　

　　があります。（多く含む食品：肉などの動物性脂肪、バター、ラード、ヤシ油など）

　●不飽和脂肪酸

　　・オメガ３系・・・悪玉コレステロールや中性脂肪を下げ、血液の粘度を下げる働きがあります。また、免

　　　　　　　　　　　疫機能を高めアレルギーの改善にも役立ちます。（多く含む食品：サバ、イワシ、サンマ、

　　　　　　　　　　　シソ油、えごま油、アマニ油など）

　　・オメガ６系・・・コレステロールを下げる働きもありますが、過剰摂取は免疫機能低下でアレルギーの原

　　　　　　　　　　　因になったり、癌を誘発する恐れがあります。（多く含む食品：植物油、ごま油など）

●材料（2人分）
　鶏手羽先・・・・4 本

　梅干し・・・・・2 粒
　昆布・・・・・・乾 5g
　酢・・・・・・・80g
　酒・・・・・・・1/2 カップ
　水・・・・・・・1 と 1/2 カップ

●栄養価 (１人分 )：180kcal　たんぱく質：14.1g　脂質：12.7g　塩分：1.2g

紹介レシピ
①

鶏手羽の梅昆布煮
肉類の中では、ビタミン A が豊富な鶏肉を使い、梅干しと酢でさっぱり柔ら
かに仕上げました

●作り方
　① 鍋に昆布を敷いて鶏肉を入れ、梅干し、酢、

　　 酒を加えて分量の水を注ぎ、中火にかける。

　　 煮立ったらアクを除き、鶏肉に火が通って

　　 煮汁がほぼなくなるまで約 20 分煮る。

　② 昆布を取り出して一口大に切る。

　③ 器に鶏肉、梅干し、昆布を盛り合わせる。

■「肌荒れに効果的な栄養素」
　○アミノ酸・・・たんぱく質を構成する物質。体内でたんぱく質がアミノ酸に分解・吸収され、

　　再合成されると、コラーゲンや肌細胞のたんぱく質の材料になります。皮膚を作り維持するの

　　に不可欠な栄養素です。（多く含む食品：肉、魚、卵、乳製品、大豆製品など）

　○抗酸化ビタミン
　　・β－カロテン・・体内ではビタミン A として働き、肌の再生を促します。

　　　　　　　　　　　　（多く含む食品：人参、モロヘイヤ、南瓜、ブロッコリーなど）

　　・ビタミン C・・・コラーゲンの生成を助けて皮膚や血管を丈夫に保ちます。

　　　　　　　　　　　　（多く含む食品：ピーマン、ブロッコリー、オレンジ、キウイなど）

　　・ビタミン B２・・新陳代謝に関係し、正常な細胞の生成を促します。

　　　　　　　　　　　　（多く含む食品：鶏レバー、うなぎ、納豆、ブロッコリーなど）

　　・ビタミン E・・・活性酸素の働きを抑え、肌の老化を防ぎます。また、血行を良くして肌の

　　　　　　　　　　　新陳代謝を活発にし、シミ対策にもなります。（多く含む食品：南瓜、うなぎ、鮭など）

■「生活習慣の注意点」
　○規則正しい生活をし、睡眠を十分にとる
　　　成長ホルモンの分泌は睡眠直後の３時間で最も盛んになり、この間に肌も活発に生まれ変わります。

　　　成長ホルモンのスムーズな分泌のためにも、就寝・起床時間のリズムを整えましょう。

　○ストレスに強くなる
　　　睡眠不足や喫煙、季節の変化なども体にとってはストレスの原因になります。自分にあったストレス

　　　解消法を見つけ、ストレスをためないようにしましょう。

　○適度な運動をとりいれる
　　　ストレス解消のほか、便秘の改善、寝つきが良くなるといった効果が期待できます。また、血行が良く

　　　なることで肌を作るのに必要な栄養素と酸素が体の隅々まで運ばれ肌の新陳代謝がよくなります。

肌荒れやニキビを招く主な原因は、ストレスや不規則な生活習慣、季節の変わり目などが考
えられます。今回は食生活と生活習慣の見直しを重点に、肌荒れを防ぐ方法を紹介します。



　私
た
ち
は
、
昭
和
42
年
の
病
院
開
設
以
来
、
地
域
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
べ
く
保
健
・

医
療
・
福
祉
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　患
者
さ
ん
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
医
療
の
あ
り
方
を
考
え
実

践
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

№60

※ご意見は原文のまま掲載しております、

臨床研修医 佐々 ゆかり
さっさ

　４月から初期研修をさせていただいている佐々ゆかりです。未熟でご迷惑をお掛けし

ていますが、患者さんやご家族、近隣の皆様、病院スタッフの皆様に支えていただき充

実した研修生活を送らせていただいております。

　東京出身なのになぜ長野に来たのかとよく聞いていただくので、きっかけになった馬

術について書かせていただきたいと思います。

　小さい頃からの動物好きが高じて、中学生の頃から馬術競技をはじめました。本格的

に競技に取り組む為高校入学後は長野県小川村にある乗馬クラブへ移動し、毎週末・長

期休みに東京から通っていました。

　高校２年の時、愛馬・宝林との出会いが私の競技人生を大きく変えました。神経質な

馬で、私も選手として未熟だった最初の頃は、試合に出場しても失権続きでした。馬術

を辞めようと何度も思いましたが、その度もう少し頑張ってみようと思い直し練習をし

てきました。

　多くの試合に出場しましたが、最も印象深い試合が、大学２年の時に出場した全日本

選手権です。私は宝林とダービー競技に出場しました。ダービー競技とは、障害の高さ

は 110 ～ 115 ㎝と低めですが、プロアマ混合に加え、坂を駆け上がる・水の中に飛び込

むなど、他のクラスにはない要素のある競技です。決勝走行では宝林の踏み込む感覚が

自分の手足のように感じられ、まさに人馬一体となり、お互

いに最高の走りができました。この競技でプロを抑え宝林と

共に日本一に輝いたこと、今でも自分を励ましてくれる大切

な思い出です。

　勉強に追われ、なかなか宝林に乗ることができなかった学

生時代を終え、研修生活は宝林の近くで過ごしたいと思い切っ

て来た長野は、心細く感じることもありましたが、温かい人

達に囲まれ、時間に余裕ができたら宝林に会いに行くことの

できる素晴らしい環境で研修ができる喜びを感じています。

　この充実した生活の中で少しでも出来ることが増えるよう

努力は惜しみません。どうぞよろしくお願い致します。
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◆みなさまからのご意見ご要望に関しまして、院内
に設置してある「ご意見箱」に入れていただいたも
のから回答させていただいております。ご意見のご
回答は、本誌等の広報誌に掲載させていただくと共
に院内掲示版にも掲示させていただいております。
また、ご意見箱の開封は原則週 1 回の頻度で担当者
が行っています。

* 失権･･･それ以降は走行を続けてはいけないこと

*
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※ご意見は原文のまま掲載しております、

臨床研修医 佐々 ゆかり
さっさ

　４月から初期研修をさせていただいている佐々ゆかりです。未熟でご迷惑をお掛けし

ていますが、患者さんやご家族、近隣の皆様、病院スタッフの皆様に支えていただき充

実した研修生活を送らせていただいております。

　東京出身なのになぜ長野に来たのかとよく聞いていただくので、きっかけになった馬

術について書かせていただきたいと思います。

　小さい頃からの動物好きが高じて、中学生の頃から馬術競技をはじめました。本格的

に競技に取り組む為高校入学後は長野県小川村にある乗馬クラブへ移動し、毎週末・長

期休みに東京から通っていました。

　高校２年の時、愛馬・宝林との出会いが私の競技人生を大きく変えました。神経質な

馬で、私も選手として未熟だった最初の頃は、試合に出場しても失権続きでした。馬術

を辞めようと何度も思いましたが、その度もう少し頑張ってみようと思い直し練習をし

てきました。

　多くの試合に出場しましたが、最も印象深い試合が、大学２年の時に出場した全日本

選手権です。私は宝林とダービー競技に出場しました。ダービー競技とは、障害の高さ

は 110 ～ 115 ㎝と低めですが、プロアマ混合に加え、坂を駆け上がる・水の中に飛び込

むなど、他のクラスにはない要素のある競技です。決勝走行では宝林の踏み込む感覚が
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。
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。
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○
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嫌
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。
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。
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◆みなさまからのご意見ご要望に関しまして、院内
に設置してある「ご意見箱」に入れていただいたも
のから回答させていただいております。ご意見のご
回答は、本誌等の広報誌に掲載させていただくと共
に院内掲示版にも掲示させていただいております。
また、ご意見箱の開封は原則週 1 回の頻度で担当者
が行っています。

* 失権･･･それ以降は走行を続けてはいけないこと

*
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こ
れ
ま
で
長
年
に
渡
り
ご
愛
顧
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
売
店
「
す
ず
ら
ん
」
が

7
月
24
日
（
月
）
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
「
ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト

ア
J
A
す
ず
ら
ん
店
」
と
し
て
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
営
業
時

間
も
長
く
な
り
、
品
揃
え
も
豊
富
に
な
り

ま
し
た
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
校
生
1
日
看
護
師
体
験

　
夏
休
み
を
利
用
し
て
将
来
看
護
師
・
助
産

師
・
保
健
師
な
ど
を
目
指
す
高
校
生
の
1
日

看
護
師
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
7
月
27
日
・

8
月
3
日
の
2
回
開
催
し
、
両
日
合
わ
せ
て

約
60
人
の
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
白
衣
に
着
が
え
て
、
看
護
の
心
構
え
を
聞

き
、
そ
の
後
緊
張
し
た
表
情
で
数
名
ご
と
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各
病
棟
へ
移
動
。
各

病
棟
ご
と
に
、
看
護
業
務
を
見
学
し
た
り
、

入
院
患
者
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
生
徒
同
士
で
血
圧
測
定
の
体
験
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
院
内
見
学
を

し
1
日
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
「
今
回
の
体
験

を
通
し
て
、
改
め
て
看
護
師
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
。」
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
数
年
後
に
当
院
で
ま
た
会
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

研
修
生
が
当
院
を
視
察
7/14

7/14

7/
8/

27
  3

7/24

8/6

　
J
I
C
A
の
青
年
研
修
「
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
・
母
子
保
健
実
施
管
理
コ
ー
ス
」
に

参
加
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
研
修

生
21
名
が
当
院
を
視
察
し
ま
し
た
。
当
日

は
小
池
統
括
院
長
の
講
義
を
聞
き
、
そ
の

後
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
病
院
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
翌
日

は
日
本
の
産
科
医
療
に
つ
い
て
木
村
名
誉

院
長
よ
り
講
義
を
う
け
ま
し
た
。
研
修
生

は
自
国
で
医
師
・
助
産
師
・
看
護
師
と
し

て
働
い
て
お
り
、
見
る
も
の
全
て
に
関
心

を
い
だ
い
て
い
ま
し
た
。

特
殊
詐
欺
啓
発

　  

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
長
野
南
警
察
署
と
篠
ノ
井
防
犯
協
会
女
性
部

が
特
殊
詐
欺
を
防
ぐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
当
院

正
面
玄
関
で
行
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
「
だ
ま
さ
れ
な
い
で
!!
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ

り
旗
を
手
に
、
啓
発
用
の
う
ち
わ
を
来
院
者
に

く
ば
り
、
注
意
を
う
な
が
し
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
ま
ち
の

        

お
仕
事
体
験
」
に
参
加

　
夏
休
み
真
っ
盛
り
の
８
月
６
日
（
日
）
に
通
明
小

学
校
で
、「
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
み
ん
な
で
ま
ち
の
お

仕
事
体
験
」
が
開
催
さ
れ
、
当
院
も
ブ
ー
ス
を
出
展

し
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
小
学
生
が
訪
れ
、
大
盛

況
で
し
た
。

　 

当
院
か
ら
は
、
医
師
、
研
修
医
、
看
護
師
、
臨

床
工
学
技
士
等
が
参
加
し
、
子
供
た
ち
に
病
院
で
実

際
に
使
用
し
て
い
る
医
療
機
器
の
説
明
を
し
実
際
に

使
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
人
形
を
使
っ
て
聴
診
器
を

使
っ
て
も
ら
う
な
ど
の
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
か
ら
は
「
白
衣
を
き
ら
れ
て

よ
か
っ
た
。」「
将
来
は
お
医
者
さ
ん
に
な
り
た
い
。」

「
看
護
師
さ
ん
に
な
り
た
い
。」
な
ど
う
れ
し
い
感
想

が
き
か
れ
ま
し
た
。人間ドックのご案内

健康に関心はあるけれど、毎日のお仕事や生活に追われて、つい自分のことは
疎かにしてしまう。そんなことはありませんか？
当院では、ご自分の健康状態を把握し生活習慣を振り返っていただくためにも、
年に 1 度の健康診断の受診をお勧めいたします。

通院２日（宿泊）ドック 脳ドック 脳ドック

当院のおすすめプラン

一般　

JA 組合員

６６，９６０円

６１，５６０円
脳ドックのみ　

ドックオプション時

４８，６００円

４３，２００円

人間ドックのオプションとして、

また脳ドックのみでも受診可能

です。

２日間かけて、ゆっくりと受診
していただけます。
また、宿泊は戸倉上山田の温泉
で、のんびりとお過ごし下さい。

　健康管理センター

TEL　026-292-2261
受付時間  平日 8:30 ～ 17:00

※外来休診日はお休みとさせていただいております。

ご予約・お問い合わせ
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南長野医療センター篠ノ井総合病院
ＪＡ長野厚生連

Minami Nagano Medical Center Shinonoi General Hospital

診療科 月 火 水 木 金 土

内科

田村(腎) 中村裕(腎) 長沢(腎) 田村(腎) 牧野靖(腎) 齋藤

原(膠) 田中(膠) 牧野靖(腎) 安村(膠) 鈴木貞(膠) (予約のみ）

峯村(内分泌) 川田(内分泌) 峯村(内分泌) 川田(内分泌) 内分泌特診
(予約のみ)

一瀬（第4）

長坂 山内(内分泌) 柴田(内分泌) 長坂 大岩(内分泌) 長坂

山内(糖) 3回/月 駒津(内分泌)PM 千野 PM 山内(内分泌) 三枝(消) －

荒木(呼) 松尾(呼) 三枝(消) 荒木(呼) 堀内(呼) 消化器内科特診
（予約のみ）

牛丸(消) 牛丸(消) 倉石 児玉(消) 倉石 -

児玉(消) 和田
曽根原（第1.3.5）

加藤（第2.4）（呼）

吉田(神内)

予約のみ

沼波(神内)

予約のみ

大学医師(第1)

小泉(第4)

穴山(腎) － － 中村(腎) 横山 －

中牧1回/月 － － － － －

総合診療科

Ⅰ 山川 鈴木貞/後藤 三木 鈴木慶 牛澤
内科にて対応

Ⅱ 小池 穗苅 鈴木慶 山川/三木 後藤/山川

午後 － － 山川（漢方外来） － － －

睡眠呼吸センター（予約のみ） － － 松尾 － － －

禁煙外来（予約のみ） 午後 長坂/千野 － － － － －

呼吸器外科 － 青木 － － 青木 －

循環器内科
橋詰 矢彦沢 丸山拓 平林 神﨑 （交代制）

小塚 - 小塚 小塚 小塚 -

心臓血管外科 － 名倉/酒井 － － － －

外科

宮本 池野 宮本 池野 池野 池野

北濱 － 北濱 宮本 北濱/宮本 有吉

秋田 五明 秋田 五明 秋田 五明/秋田

－ 北濱 岡田 － 岡田 岡田

有吉 有吉 有吉 有吉 － －

産科 午前 本道 今井 武田 加藤 本道/曽根原 今井

婦人科

Ⅰ 武田 加藤 本道 今井 加藤 曽根原

Ⅱ 木村
(予約紹介のみ)

本道
(予約紹介のみ)

木村
(予約紹介のみ)

木村
(予約紹介のみ)

木村
(予約紹介のみ)

本道
(予約紹介のみ)

Ⅲ 今井/曽根原 松岡/曽根原 松岡/加藤
(予約のみ)

松岡/武田 武田 武田

特殊外来（予約） 午後 不妊症 不妊症 1か月健診 － 不妊症 －

整形外科

北川 外立 丸山正 丸山正 北川 外立

丸山正 北川 笠間 外立 笠間

高梨 野村 外立 野村 笠間 高梨

野村 － 高梨 大学医師 高梨 野村

スポーツ疾患関節治療センター － － 丸山正 丸山正 － －

小児科

午前
中村真

塩入

諸橋
山川
金井

諸橋
中村真

諸橋
塩入

中村真

山川
金井

諸橋
塩入

午後 予防接種
乳児健診
慢性外来

1か月健診
慢性外来

慢性外来 慢性外来 －

脳神経外科
Ⅰ 宮下 外間 村田 宮下 外間 村田

Ⅱ 平山 （平山(新患)） - （村田(新患)） 平山 -

泌尿器科

午前

杵渕 鈴木尚 和食 杵渕 杵渕/中沢 交代制

中沢（AM） 和食 大学医師 中沢 鈴木尚

和食（第1･3･5）

鶴田（第2･4）
－ － － （和食） －

午後
杵渕 鈴木尚 － 杵渕 杵渕/中沢 －

－ － － 中沢 鈴木尚 －

眼科
（新患は紹介のみ）

午前
永田
上野あ

永田・上野あ

（新患・予約のみ）
(受付10:30まで)

永田・上野あ

（新患・予約のみ）
(受付10:30まで)

永田・上野あ

（新患・予約のみ）
(受付10:30まで)

永田
上野あ －

午後 永田(予約のみ) － － － 永田(予約のみ)

皮膚科
（予約･紹介のみ）

午前 木藤
木藤

大学医師
大学医師 木藤 木藤

－

午後 － － 木藤 － －

形成外科
（予約･紹介のみ）

午前 大坪 － － 大坪/大学(1/月） － －

午後 － 大坪 大坪 － － －

耳鼻咽喉科
（原則、予約・紹介）

午前 浅輪 浅輪 大学医師 浅輪 浅輪 大学医師

午後 － 専門外来(予約) － － 専門外来(予約) －

リウマチ科
膠原病科

午前
下島

田中住（第3・5）

小野

安村
浦野(予約)

小野

上野賢
浦野(予約)

田中知

小川
浦野(予約)

市川

原
浦野(予約)

小野
－

午後
(予約のみ)

下島
田中住（第3・5）

浦野（特診）

市川
上野賢

浦野(特診)

小川
石井
林

鈴木貞

中村（第2）

浦野（特診）

－

心療内科（新患は予約制） 大村(予約のみ)
もの忘れ外来
大村(予約のみ)

もの忘れ外来
大村(予約のみ)

大村
(予約のみ)

－
専門外来

大村(予約のみ)

口腔外科（予約・紹介のみ）
鈴木
横井

鈴木/横井
/大学医師

鈴木
横井

鈴木
横井

鈴木
横井

鈴木
横井


